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研究成果の概要（和文）：1878年加藤竹斎作と知られながら、その制作の意図も経緯も全く知られずに、ベルリ
ン植物園と王立キュー植物園のみに存在の知られた植物扁額が、実は世界5ヶ所にあることを明らかにし、その
制作の動機と背景を明らかにすることができた。更に、これまでほとんど知られていなかった加藤竹斎の画業の
系譜と植物画法成立の背景を明らかにすることもできたが、それは東京大学初代動物学教授モースゆかりのハー
バード大学所蔵のキリ扁額からであった。その系譜は、従来説かれてきた洋画導入の流れとは独立であり、伝統
的狩野派の流れの上に、西洋植物画法を導入して、樹立していった独自なものであると判断された。

研究成果の概要（英文）：Plant xylotheques, whose presence was known at the Berlin-Dahlem Botanic 
Garden and Royal Botanic Garden Kew, were only known that they were made by Chikusai Kato in around 
1878 at the University of Tokyo; however, nothing is known on their production and purpose.  My 
research revealed that they are distributed to be in the 5 places in the world and their purpose is 
clarified.  Further, it was shown in this study that Chikusai Kato captured how to illustrate plants
 in a unique way.  Under his background of the traditional Kano School, he learned how to illustrate
 plants according to western ways under the influence of Philipp Franz von Siebold.  Actually Keiga 
Kawahara who worked solely for Siebold learned western illustrations of plants and animals by the 
guidance of C.H. de Villeneuve, who was asked to come to Japan towards the end of Edo period by 
Siebold.  This link was clarified by the Paulownia tomentosa xylotheque preserved at Harvard 
University.

研究分野： 複合領域
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１．研究開始当初の背景 
 研究代表者は、1878 年頃東京大学附属植

物園の画工加藤竹斎によって描かれた、それ

ぞれの植物の材からなる板に植物の絵が描

かれた、当時扁額とよばれた植物画がベルリ

ン植物園に多量にあり、キュー植物園にもあ

ることを知ったが、その時点では、その制作

の動機も過程も全く不明であるとされてい

た。その扁額の図の元となる絵を知っていた

ことから、東京大学にもあるだろうというこ

とで探索依頼をしたところ、果して見つける

ことができ、また、ハーバート大学他にも見

つけることができた。その段階で発見された

事実を整理し、2013 年に Economic Botany

誌に報告し、整理を行った。整理の過程で、

これら扁額の成立の由来を探索することで、

植物画の成立の一つの系列を辿ることがで

きるのではないかと予測されたことが、本研

究を提案する大きな動機となった。 
 
２．研究の目的 
 植物画では写実性は重要な成立要因であ

るが、幕末から明治にかけて導入された西洋

画手法ともやや異なるカテゴリーに入る。植

物画というと牧野富太郎博士他の図には

我々は親しんでいるが、今回発見された一連

の加藤竹斎の扁額はそれらとは異なってお

り、その由来についても全く調べられていな

いので、これを明かすことは植物画成立の一

つの局面を明らかにすることができるであ

ろうと思われるので、本研究を企画した。そ

のためには、加藤竹斎扁額の成立の背景と関

連する技法を探ることであり、様々な手段で

この目的にアプローチした。 
 
３．研究の方法 
 研究の方法は、関連する扁額とその類縁の

ものを追跡することであり、そのためには

種々の手段を駆使して、国内外の関連手法の

収蔵施設を探索することであり、具体的には、

名古屋大学図書館、国立国会図書館、イギリ

ス 王立キュー植物園、ドイツ ベルリン自由

大学附属植物園、アメリカ ハーバート大学

植物標本館である。アメリカ ピーボディー

博物館は度重なる問い合わせを行ったが、改

装中ということで調査できなかった。 

 そのほか文献情報は、インターネット他で

探索を行った。その際、国立国会図書館のデ

ータベースは有用であった。 
 
４．研究成果 

(1) 当該研究の扁額の制作者加藤竹斎は、東

京大学附属植物園の画工であったが、多くの

植物画を残しているにもかかわらず、その実

像はほとんど知られておらず、当初生没年す

らわからないとされていた。調査により、

1818 年生まれ、没年は 1886 年であることが

判明した。また、元々は狩野派の絵師であっ

たことは知られていたが、それ以外の情報は

ほとんどなかった。ところが、国立国会図書

館のデータベースにその著作「丹青秘録」が

あることから、それを読み解くと、そこには

彼の画工としての主張があることが判明し

た。すなわち、画法の精神は狩野派そのもの

であり、その背景の下に鉱物性染料を膠で溶

かして、薄く広げるものである。これは、扁

額が成立後140年経過しているにもかかわら

ず、少しも退色もなく、剥落もないという結

果をもたらしていると理解された。また、描

かれた絵にも表れているが、粉本を重視する、

旧来の狩野派の要素が残っていることが認

められた。なお、工房を作っており、加藤竹

斎のほかにも描画に関係している人がいる

のであろうという推定を中途段階でしたが、

はたして名古屋大学図書館での調査でその

確証が得られた。 

ところで、加藤竹斎の上司は、当時東京大

学員外教授であった伊藤圭介であり、伊藤の

ところには当時来日していた外国人が多く

出入りしていたことが知られているが、その

中にはイギリスの外交官サトウ(Ernest 

Satow)がいる。サトウは、1880 年に群馬県

の二子山古墳の調査を行い、そのレポートを



書き、Japan Asiatic Society に発表している

が、それには多くの図が載せられている。と

ころが、その論文の図には作者の名前は全く

記載されていない。残されたサトウの日記を

参照すると、この調査旅行には加藤竹斎を同

道しているので、この図は加藤竹斎により描

かれたものであると判断された。これは新規

に見出された事実であり、加藤の動静に関す

る手掛かりを与えるものである。 

(2) 元々狩野派の絵師であった加藤竹斎の

植物を描く画風がどのような流れにあった

かは、本研究の重要な視点である。これは、

ハーバード大学植物標本室蔵のモース

(Edward S. Morse)所縁のキリ(Paulownia 

tomentosa)の扁額からたどることができた。

この扁額は、シーボルト(P.F. von Siebold)の

日本植物誌のキリの図を下に描いているの

である。更に、この日本植物誌のシーボルト

の原画は、川原慶賀によって描かれているが、

ここから、加藤が植物画をどのように習得し

たかのヒントが得られる。川原慶賀は、シー

ボルトの絵師として働いて、その作品をオラ

ンダ、ドイツに極めて多く残しているが、日

本にはその数が多くないので、これまでその

実像があまりよく判明していなかった画家

である。この川原は、シーボルトの要請によ

りオランダより呼ばれた西洋画をよくする

フィレニューフェ(C.H. de Villeneuve)の指

導のもと西洋植物画を習って、動植物画法を

習得しているのである。 

ここから、次のような結論が導き出される。

すなわち、近代植物画では写実性が要求され

ることが、その根幹にあるが、それ以外に植

物の構造的特性を反映させる必要がある。

我々は、例えば牧野富太郎博士の植物画でそ

れを知っているが、そこへ至るまでの道程に

ついてはほとんど情報を持っていない。この

点、今回の調査により、平賀源内、司馬江漢、

小田野直武、渡辺崋山などの流れの中で成立

していった西洋画法とは独立な流れで、加藤

竹斎は狩野派の背景のもと川原慶賀が習得

した動植物画法を習得していったと推定す

ることができる。 

(3) 本研究の対象とした加藤竹斎扁額は、

邑田裕子博士の調査によると、かつて東京大

学附属植物園のある建物に100枚以上所蔵さ

れ、展示されていたようであるが、その建物

が第二次世界大戦中の戦災により、失われて

しまったと推定できる。そのため、人々には

よく知られた扁額であったが、すべて忘れ去

られた。その後、ドイツとイギリスにその存

在は知られていたものの、その制作の意図も

背景も全く分からないという事態がもたら

されたと推定された。なお、今回の調査でも、

記録によると、1890 年代にセント・ピータ

ースブルクであった国際園芸博覧会に 40 枚

以上扁額が出品されていることが記録にあ

るのに、調査を依頼した同所のコマロフ植物

学研究所は全くその存在を知らないとのこ

とであった。また、あってもおかしくないモ

ース所縁のアメリカ ピーボディー博物館も

改装中ということで情報が得られなかった。

これらについては、今後何らかの情報が得ら

れる可能性はあるが、加藤竹斎扁額の概略は

今回の調査で判明したと判断される。 
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